
資料3  

児童虐待に係る医療機関との連携取扱事例  

項  目   内  容   

相談ケースの概要  ・軽度の精神遅滞がある児童に対する実母からの身体的虐待。   

被虐待児（本児）：小学校低学年の女児（軽度の精神発達遅滞あり）  

児童及び家庭環境  
家庭環境：養父，実母，本児の異父妹（養父と実母の子ども）  

経済状況：中程度  

家屋状況：都市近郊の団地にあるアパート住まい。中はきちんと片付けられている。   

H14．6．24   ・病院から虐待通告  

（手足首に縛られた跡と警部にタバコの跡があり，やせて脱水症状を  

発症した児が曾祖母（養父祖母）に連れられて受診したもの。）  

H14．6．25   ・病院訪問。主治医，本児，本児の義理の曾祖母と面接。  

（主治医からは実母に対して児童相談所に連絡することを説明）  

H14．6．29   ・本児の小学校を訪問。校長・教頭と面接。  

H14．7．5  ・病院訪問。実母と面接。  

H14．7．11  ・受理会議（退院と同時に一時保護とする）  

H14．7・12   ・病院訪蘭（本児・曾祖母と面接。医師・婦長と対応協議）  

H14．7．19   ・病院訪問（一時保護開始）  

取 扱 経 過                                              H14．7．23   ・学校訪問（情報提供と連携依頼）  

H14．8．13   ・本児が病院受診  

H14・8．14   ・本児が病院受診  

H14．8．28   ・実母，父方義祖母と面接（実母との面接は8．1にも）  

H14・8・29   ・処遇会言義（施設入所を勧奨。保護者の同意が得られるまでは児童  

養護施設への一時保護委託）  
・児童養護施設へ一時保護委託  

・県嘱託弁護士と協議  

H14・8・31   ・実母と面接  

H14・9・1   ・一時保護解除  

・施設入所措置   

・本ケースは，本児を診察した医療機関からの通告であり，その後の展開状況から，  

施設入所措置を処遇方針としたため，関係機関とはネットワーク会議ではなく個別  

に連携を図った。  

・当初は「強引な退院要求があった場合にどうするか」という点で，後に施設処遇と  

いう方針が定まってからは「法28条申立てを行う場合」を想定した連携となった。  

OH14．6．24  

（連携先）医療機関，小学校，養父方親族，児童相談所  
医療機関等との 連 携状 況                       （方   

針）状況把握する時間稼ぎを兼ねてしばらく入院を継続させる。  

退院後は家庭調整ができるまで一時保護する。  

（連携方針）  

・医療機関：本児の治療。保護者への働きかけ。保護者が強制退院を要求した場合は  

児童相談所に連絡する。診断書の作成。  

・小学校：本児が復学した場合には本児及び家庭への支援を依頼。  

・養父祖母：児童相談所に協力的だったこともあり，保護者への働きかけを依頼。  

・児  相：強制退院の要求には児童福祉法第33条に基づき，本児を一時保護する。  

家庭環境の調整。それができない場合は施設入所。  
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OH14．7．5  

（状  況）  

・養父方親族の働きかけもあり，実母は退院後の一時保護に同意。  
・主治医は本児の退院に際し，紹介状（診断名「被虐待児症候群（疑）」。抗炎症剤の  

処方。患部の写真）など医療情報を提供する。  
なお，法28条申立の場合は，診断書等の作成を約束。  

OH14．8．13  

（状  況）  

・実母に数回面接を行い，虐待状況，家庭弓用又時における家族支援の有無などの状況  
を踏まえて，本児の処遇について話し合う。  

・当初は虐待を否定し，本児の家庭弓用又を要求していた実母だが，のちには虐待事実  
医療機関等との                                       を認め，再発防止について話ができるようになる。   
連 携 状 況  ・しかし，養父方親族は本児の家庭引取について不安があるとして指導に消極的。  

・養父方親族と連携をとり，実母への働きかけを行う。  

OH14．9，1  
（状  況）  

・処遇方針は施設入所であったが，実母は負担金の関係で入所に躊嬉したため，まず，  
施設ヘ一時保護委託を行い，半月かけて施設入所の同意を得た。  

・この過程で，実母は養父方親族との関係を悪化させている。  
・施 設：家庭環境が複雑で，実母の施設入所の同意が得られていないこと，本児が  

知的な遅れがあること等を踏まえたうえで一時保護委託を行い，長期的な  
視野に立っての本児への処遇を開始する。  

・弁護士：実母が施設入所を同意しない場合は，家庭裁判所へ法28条の申立てを想定。  
その場合に備えての協議を行う。   

・当初は虐待を否定し，本児の家庭弓川又を求める実母に対して，養父方親族や病院，  
児童養護施設など，関係機関の協力を得られたことで，比較的スムーズに児童養護施  

評 価・検 証        設入所という方針を進めることができた。  
・早い時点で，法28条申立による対応体制が整えられたことで，児童相談所は実母に  

対して柔軟な対応が可能となった。   

・養父親族からの支援は非常に有効であったが，その後，実母と養父方親族の関係が  

課  
悪化したため，本児の家庭復帰→＞在宅支援という処遇は困難となった。  

題        ・本ケースでは，次の2点が家族再構築を図るうえでの課題と思われる。  
実母と親族間の調整が至らなかった事  
実母が施設入所後は殆ど本児と連絡を取らない事   

目  標  ・実母と本児との関係を取り持ち，母子関係の再構築を図る。  
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資料4  

児童虐待防止対策ワーキンググループ会議の設置について   

1 目的   

広島県歯科医師衛生連絡協議会では，平成16年慶事業の一つとして，う蝕多発傾向者への対策   

を掲げている。う蝕多発傾向の原因は，経済的な問題等種々考えられるが，対策の急がれるものと   

して虐待によるものが散見されるという報告がある。この事業の一つの趣旨として，平成16年度   

の児童虐待防止法の一部改正により，歯科医師も虐待に気付いた場合，関連機関への通告すること   

が義務付けられたことから，口腔状況が悪〈，う蝕を多く有している子どもたちの生活環境に着目   

して，子育て支援あるいは児童虐待（特にネグレクト）の防止並びに早期発見・早期対応に寄与す   

ることである。このことから，広島県歯科医師会公衆衛生部では，児童虐待防止対策研修会を2回   

開催するとともに，他の都道府県歯科医師会が作成した関連資料を収集して，歯科医師会として検   

討を加えてきた。   

そこで，広島県の実態に即した子育て支援及び児童虐待防止対策に関する幅広いご意見を頂き，   

広島県歯科医師会会員が子どもたちの心身ともに健康な発育に寄与する指針を策定することを目   

的として，この会議を設置する。  

2 設置主体   

広島県歯科衛生連絡協議会  

3 設置期間   

平成16年10月1日～平成17年3月31日  

（10月22日第1回，2月8日第2回，小会議随時）  

4 委員構成  

委員  

広島県小学校教育研究会健康教育部会 広島県学校保健会養護教員部  

広島県教育委員会教育部指導第≡課健康教育係  

広島県福祉保健部福祉総室児童支援室 広島県福祉保健部保健医療総室健康増進・歯科保健室  

広島県中央児童相談所  

広島市社会局保健部保健医療課  

広島県歯科医師会常務理事（公衆衛生）広島県歯科医師会理事（公衆衛生2名）  

広島県歯科医師会公衆衛生部委員長 広島県歯科医師会公衆衛生部副委員長  

オブザーバー  

広島県歯科医師会公衆衛生部委員（5名）  

計19名   郡市地区歯科医師会担当者（2名）   
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別添1  

広島県医師会速報（第1g記号）昭和孤年8月27日 第3種郵便物認可（32）  2αB年（平成15年）5月25日  

報
告
1
‥
子
ど
も
虐
待
対
策
連
絡
会
議
の
主
 
 

旨
説
明
 
 

児
童
虐
待
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
 
 

田
 
中
 
義
 
人
 
 
 

日
本
の
虐
待
の
傾
向
は
、
以
前
の
身
体
的
虐
待
中
心
 
 

か
ら
、
ネ
グ
レ
ク
ト
の
割
合
が
増
加
す
る
な
ど
欧
米
化
 
 

し
っ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
面
で
は
表
面
化
し
に
く
い
 
 

碩＞脚く旨′碑◎紳勺婚◎  
虐
待
の
適
切
な
対
応
に
向
け
、
現
在
、
個
別
に
活
動
し
て
い
る
機
関
や
団
体
が
有
機
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 
 

を
組
む
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
医
療
機
関
が
担
う
役
割
を
十
分
果
す
た
め
に
、
ま
ず
、
地
域
の
基
幹
病
院
 
 

に
協
力
病
院
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
他
の
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
を
構
築
す
べ
く
提
案
を
行
っ
た
。
こ
 
 

の
度
、
こ
の
提
案
に
賛
同
い
た
だ
い
た
協
力
病
院
を
対
象
に
、
本
委
員
会
が
目
標
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 
 

作
り
の
説
明
会
と
し
て
、
連
絡
会
議
を
企
画
し
た
。
 
 
 

冒
頭
、
真
田
幸
三
広
島
県
地
域
保
健
対
策
協
議
会
長
（
広
島
県
医
師
会
長
）
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
、
 
 

行
政
・
民
間
団
体
な
ど
の
活
動
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
た
め
に
も
、
一
歩
進
ん
で
横
の
連
携
を
強
化
す
る
 
 

の
が
重
要
で
あ
り
、
日
常
診
療
・
乳
幼
児
健
診
・
学
校
健
診
な
ど
で
子
ど
も
に
接
す
る
機
会
を
持
つ
医
師
 
 

が
 
「
そ
れ
に
協
力
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
」
 
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
今
一
度
「
虐
待
」
 
に
つ
い
て
考
え
て
 
 

い
た
だ
き
た
い
、
と
挨
拶
。
続
い
て
次
第
に
沿
っ
て
4
つ
の
活
動
報
告
・
説
明
が
さ
れ
た
。
以
下
、
概
要
〉
 
 

～
広
島
県
の
子
ど
も
虐
待
の
現
状
と
各
施
設
 
 

第
1
回
子
ど
も
虐
 
 

嬰
 
 

5
月
1
5
日
、
標
記
連
絡
会
議
が
広
島
医
師
会
館
3
階
健
康
教
育
室
に
 
 

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
平
成
1
4
年
産
地
対
協
で
は
、
児
童
虐
待
・
思
春
 
 

期
対
策
特
別
委
員
会
児
童
虐
待
部
会
（
今
年
度
よ
り
、
児
童
虐
待
対
策
 
 

特
別
委
員
会
に
改
称
）
に
お
い
て
、
近
年
増
加
の
一
途
を
辿
る
子
ど
も
 
 

虐
待
も
発
見
さ
れ
て
き
て
い
る
と
も
い
え
る
。
 
 
 

わ
れ
わ
れ
医
師
が
日
常
診
療
に
お
い
て
遭
遇
す
る
、
 
 

虐
待
の
疑
い
、
あ
る
い
は
虐
待
に
陥
り
そ
う
な
例
に
ど
 
 

う
対
処
す
べ
き
か
、
ま
た
、
救
済
の
た
め
の
次
の
段
階
 
 

へ
進
め
る
た
め
に
、
ど
う
い
う
相
談
先
が
あ
り
、
ま
た
 
 

ど
の
よ
う
な
連
携
が
可
能
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
確
 
 

に
し
た
い
。
 
 
 

t
個
人
、
一
職
種
、
t
団
体
、
一
機
関
で
の
対
応
が
 
 

連
携
に
つ
い
て
～
 
 

舶嘩脚◎細  
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（33）2α〕3年（平成15年）5月訪日  広島県医師全速報（第18：2号）昭和26年8月27日 顎3種郵便物認可  

難
し
く
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
協
力
し
あ
 
 

う
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
で
は
な
く
み
ん
な
で
担
え
る
 
 

シ
ス
テ
ム
作
り
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
 
 

よ
う
な
N
W
を
目
指
し
た
い
。
 
 
 

ま
た
、
今
回
の
よ
う
な
会
合
を
企
画
す
る
こ
と
で
、
 
 

概
念
図
だ
け
の
形
式
的
な
連
携
で
は
な
く
、
顔
が
見
え
 
 

る
連
携
と
し
た
い
。
 
 

報
告
2
‥
広
島
地
域
保
健
所
に
お
け
る
子
ど
 
 

も
虐
待
防
止
対
策
 
 
 

広
島
県
広
島
地
域
保
健
所
保
健
課
長
 
 

長
 
門
 
時
 
男
 
 
 

地
域
保
健
法
の
基
本
指
針
の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
 
 

で
の
「
子
ど
も
の
発
達
」
の
視
点
に
「
子
ど
も
虐
待
」
 
 

の
視
点
が
加
わ
り
、
今
ま
で
よ
り
さ
ら
に
具
体
的
な
対
 
 

策
を
講
じ
て
い
る
。
 
 
 

広
島
地
域
保
健
所
で
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
児
家
庭
訪
問
 
 

事
業
■
保
護
者
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
・
被
 
 

虐
待
児
地
域
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
を
展
開
し
、
 
 

保
健
師
を
中
心
に
虐
待
予
防
・
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
 
 

る
。
 
 
 

保
健
所
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
保
健
師
 
 

に
よ
る
家
庭
訪
問
が
可
能
で
あ
る
、
①
地
域
の
福
祉
・
 
 

医
療
・
市
町
村
と
の
連
携
が
可
能
で
あ
る
、
③
地
域
に
 
 

密
着
し
た
在
宅
支
援
が
可
能
で
あ
る
、
な
ど
が
あ
げ
ら
 
 

れ
る
。
関
係
機
関
と
の
コ
ー
デ
ィ
、
ネ
ー
ト
が
し
や
す
い
 
 

環
境
に
あ
る
の
で
、
日
常
診
療
に
お
い
て
虐
待
を
疑
わ
 
 

せ
る
事
例
を
発
見
し
た
場
合
、
医
師
の
方
々
に
は
躊
躇
 
 

せ
ず
保
健
所
・
保
健
師
に
繋
げ
る
橋
渡
し
を
し
て
い
た
 
 

だ
き
た
い
。
 
 
 

報
告
3
‥
子
ど
も
虐
待
に
お
け
る
民
間
団
体
 
 

と
し
て
の
役
割
 
 
 

子
ど
も
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
広
島
事
務
局
長
 
 

中
 
田
 
憲
 
悟
 
 
 

虐
待
と
い
う
と
、
と
か
く
子
ど
も
た
ち
の
身
体
・
生
 
 

命
の
安
全
ば
か
り
に
目
が
い
き
が
ち
で
あ
る
が
、
後
の
 
 

人
格
形
成
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
こ
と
を
見
過
ご
し
て
 
 

は
な
ら
な
い
。
 
 
 

「
子
ど
も
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
広
島
」
は
、
平
成
1
1
年
 
 

に
広
島
市
児
童
相
談
所
の
求
め
に
応
じ
た
形
で
、
弁
護
 
 

士
を
中
心
に
「
こ
ど
も
の
虐
待
防
止
N
W
広
島
」
と
し
 
 

て
発
足
し
た
。
 
 
 

児
童
相
談
所
の
専
門
性
を
補
い
、
電
話
相
談
を
中
心
 
 

に
、
研
究
集
会
の
開
催
、
講
師
の
派
遣
な
ど
で
普
及
啓
 
 

発
に
努
め
て
い
る
一
。
 
 
 

最
近
で
は
、
民
間
団
体
の
地
道
な
活
動
が
、
虐
待
対
 
 

応
の
推
進
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
 
 

そ
の
必
要
性
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
（
児
童
虐
待
防
止
 
 

法
第
4
条
第
1
項
）
。
 
 
 

民
間
団
体
か
ら
期
待
を
込
め
て
お
願
い
し
た
い
こ
と
 
 

は
、
①
民
間
の
活
動
を
含
め
虐
待
に
関
心
を
持
っ
て
い
 
 

た
だ
き
た
い
、
③
早
期
発
見
・
通
告
義
務
が
あ
る
こ
と
 
 

を
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
③
専
門
性
を
持
っ
て
児
 
 

童
相
談
所
な
ど
の
求
め
に
応
じ
て
協
力
し
て
欲
し
い
、
 
 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 

特
に
③
に
お
い
て
、
親
子
分
離
に
よ
る
保
護
の
必
要
 
 

性
が
生
じ
た
場
合
、
医
師
の
診
断
書
及
び
意
見
書
な
ど
 
 

が
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 
 

報
告
4
‖
子
ど
も
虐
待
に
お
け
る
小
児
科
医
の
役
割
 
 
 

広
島
大
学
教
育
学
研
究
科
教
授
 
 

小
 
林
 
正
 
夫
 
 
 

虐
待
の
予
防
・
発
見
・
対
応
に
お
い
て
重
要
な
役
割
 
 

を
果
た
す
小
児
科
医
が
な
す
べ
き
こ
と
、
そ
れ
は
、
①
 
 

他
の
診
療
科
の
医
師
、
看
護
師
な
ど
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
 
 

ス
タ
ッ
フ
の
観
察
力
の
育
成
、
②
院
内
・
院
外
に
お
い
 
 

て
の
コ
ー
デ
ィ
、
ネ
ー
タ
役
、
①
虐
待
二
時
保
護
に
お
 
 

け
る
保
護
者
と
の
対
立
場
面
で
の
仲
介
役
、
④
ハ
イ
リ
 
 

ス
ク
（
児
・
家
庭
）
 
の
早
期
発
見
・
介
入
、
⑤
被
虐
対
 
 

児
や
加
害
者
で
あ
る
保
護
者
へ
の
心
の
ケ
ア
、
な
ど
が
 
 

あ
げ
ら
れ
る
。
 
 
 

外
傷
的
な
虐
待
は
、
実
際
は
外
科
・
整
形
外
科
な
ど
 
 

が
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
見
つ
け
に
く
い
ネ
グ
レ
ク
 
 

ト
な
ど
の
発
見
に
は
、
直
に
子
ど
も
と
接
す
る
小
児
科
 
 

が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
 
 
 

ま
た
、
院
内
に
お
い
て
、
外
科
的
な
治
療
を
受
け
た
 
 

被
虐
待
児
が
、
そ
の
ま
ま
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
 
 

に
返
さ
れ
な
い
よ
う
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
 
 
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
小
児
科
は
常
に
虐
待
の
こ
と
を
念
 
 

頭
に
置
き
、
日
々
の
診
療
に
当
た
る
よ
う
心
が
け
な
く
 
 

て
は
な
ら
な
い
。
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質
疑
応
答
 
 

報
告
終
了
後
、
フ
ロ
ア
か
ら
、
身
体
的
虐
待
に
つ
い
 
 

て
は
救
急
関
係
や
外
科
系
の
診
療
科
が
当
た
り
、
実
際
 
 

小
児
科
が
関
わ
れ
る
虐
待
は
極
め
て
少
な
い
。
ま
た
、
 
 

虐
待
な
の
か
育
児
過
誤
な
の
か
判
断
し
が
た
い
、
い
わ
 
 

ゆ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
へ
の
対
応
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
 
 

ま
た
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
、
保
護
者
に
は
ど
 
 

の
よ
う
に
接
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
な
ど
の
質
問
が
で
た
。
 
 

《
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
》
 
 
 

広
島
市
立
広
島
市
民
病
院
長
 
岡
 
崎
 
富
 
男
 
 
 

広
島
県
中
央
児
童
相
談
所
こ
ど
も
支
援
課
長
 
 

部
 
谷
 
耕
 
治
 
 

岡
崎
‥
 
 
 

実
際
、
生
命
の
危
険
を
伴
う
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
 
 

な
い
。
し
か
し
、
逆
に
考
え
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
子
ど
も
 
 

た
ち
を
確
実
に
救
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
外
 
 

傷
の
場
合
、
外
科
系
の
診
療
科
に
い
っ
て
、
小
児
科
医
 
 

の
手
元
か
ら
離
れ
る
が
、
通
報
・
通
告
へ
の
マ
ネ
ー
ジ
 
 

メ
ン
ト
を
す
る
の
は
小
児
科
医
の
役
割
で
あ
る
と
の
認
 
 

識
を
持
っ
て
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 
 

一
人
の
主
治
医
の
個
人
責
任
で
行
う
の
が
難
し
い
場
合
 
 

は
、
病
院
全
体
の
責
任
に
お
い
て
対
応
し
、
児
相
が
機
 
 

能
し
や
す
い
よ
う
、
協
力
体
制
を
院
内
で
構
築
し
て
欲
 
 

し
い
。
方
法
な
ど
分
か
ら
な
い
こ
と
は
気
軽
に
ホ
ッ
ト
 
 

ラ
イ
ン
な
ど
に
相
談
す
る
の
も
ひ
と
つ
の
手
段
で
あ
る
。
 
 

そ
う
い
う
意
味
で
民
間
団
休
を
大
い
に
利
用
す
べ
き
で
 
 

あ
る
。
 
 

部
谷
‥
 
 
 

深
刻
な
ケ
ー
ス
で
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
た
め
に
 
 

親
子
分
離
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
護
者
の
同
意
 
 

が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
病
院
の
診
断
書
は
家
庭
裁
判
所
 
 

で
大
き
な
効
力
を
発
揮
す
る
。
号
つ
い
う
場
合
は
是
非
 
 

ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら
に
、
日
常
診
療
の
中
で
 
 

も
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
保
護
者
に
対
し
て
、
「
一
度
、
 
 

児
童
相
談
所
や
保
健
所
に
相
談
し
て
み
た
ら
？
」
な
ど
 
 

と
助
言
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
匿
名
で
相
談
し
た
い
 
 

場
合
に
も
対
応
で
き
る
相
談
窓
口
も
あ
る
の
で
ぜ
ひ
ご
 
 

協
力
願
い
た
い
。
 
 

最
後
に
、
新
田
康
郎
広
島
県
医
師
会
常
任
理
事
よ
り
、
 
 

「
本
日
の
連
絡
会
議
で
、
関
連
機
関
・
団
体
の
方
々
の
活
 
 

動
が
少
し
は
ご
理
解
い
た
だ
け
た
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
 
 

研
修
会
の
企
画
や
情
報
提
供
な
ど
に
よ
り
、
関
連
機
関
や
 
 

医
療
機
関
へ
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
 
 

各
協
力
病
院
は
、
今
日
の
協
議
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
 
 

き
、
院
内
で
の
啓
発
・
調
整
を
し
て
い
た
だ
き
、
本
N
W
 
 

が
児
童
虐
待
の
予
防
・
対
応
に
お
い
て
効
力
を
発
揮
で
き
 
 

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。
 
 
 

虐
待
の
通
告
は
法
律
上
で
は
、
福
祉
事
務
所
、
児
童
 
 

相
談
所
と
な
っ
て
い
る
が
、
相
談
で
き
る
と
こ
ろ
は
た
 
 

く
さ
ん
あ
り
、
そ
こ
か
ら
解
決
で
き
る
場
合
も
多
々
あ
 
 

ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
是
非
、
早
期
発
見
・
通
告
義
務
 
 

を
自
覚
し
て
い
た
だ
い
て
、
顔
の
見
え
る
N
W
作
り
に
 
 

ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。
 
 
 

以
下
、
参
考
ま
で
に
通
告
先
一
覧
及
び
「
子
ど
も
虐
 
 

待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の
連
絡
先
を
記
す
。
 
 
 

上記ホットラインは民間の相談窓口として、弁護士・臨床心理士などの専門家が設立したもので、  

児童相談所への通告に躊躇されている場合や、具体的なケースに関して、児童相談所の対応に疑問  

をもたれた場合の相談も受け付けています。  
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「児童虐待の防止等に関する法律」に基づく通告先一覧  

居住（所在）区分   
福祉事務所  

児童相談所  

市（福祉事務所）   県（地域事務所）   

大  竹  
大竹市福祉事務所  

市   〔B27（59）2148   

廿日市市福祉事務所  
廿日市市（佐伯町、吉和村を含む）   偲29（a〕）∝Dl   

広島地域等務所  
中央児童相談所  

厚生環境局  
偲詔（32）1181  

岱2（2詞）0381  
（安芸郡）府中町、海田町、熊野町ミ   

坂町  
（佐伯郡）大野町、湯来町、宮島町  

呉市福祉香箱所  
呉 市（下蒲刈町）  中央児童相談所 〔823（25）3482   

呉分室 
（豊田郡）安浦町、川尻町、豊浜町、  呉地域事務所  偲23（ZZ）54〔カ  ー  

畳町 厚生環境局  ．＿．＿＿＿＿．＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿．＿J   

（安芸郡）江田島町、．音戸町、   伐刀（22）54〔D  

倉橋町、蒲刈町  
（佐伯郡）能美町、沖美町、大柿町 

芸北地域事務所  
山 県．郡．（▼高 田 郡  厚生環境局  

〔B2（814）3181   

竹  原  
竹原市福祉事務所  

市   α舅6（2）3544   

東   広  島 
東広島市福祉事務所  束広島地域事務所  

市   0024（a）0〕34   厚生環境局  

賀  茂  郡  CB24（22）6911  

（豊田郡）安芸津町、大崎上島町（木   

崎町、東野町、木江町）  

原  
一三原市福祉事務所  

示   〔B48（67）∝M2   

尾  道 
尾道市福祉事務所  

市   他娼（25）7113   尾三地域事務所  

因島市福祉事務所  
厚生環境局  

因  島 
市   伐452（6）6ZlO   

捌8（64）2322   

（豊田郡）本郷町、瀬戸田町、   
福山児童相談所  

御調郡、世羅郡  
α狙（951）加  

福  J」  
福山市福祉事務所  

市   体4（928）1〔Bl   福山地域事務所  

府  中  
府中市福祉事務所  厚生環境局  

市   鴨47（43）7149   αは9（Zl）1311  

沼隈郡、深安郡、芦品郡、神石郡  

次  
市  三；欠市のびのびこども謀 7   

比24（62）614   
三次児童相談所  

庄  原  
厚生環境局  

市  て （男24（63）5181  
（遁24（63）5181  

甲奴郡、双三郡、比婆郡  

中福祉事務所   〔82（≡04）2茹9   

東福祉事痍所   （冶Z（2ら4）5111  

南福祉事務所   （B2（Zま））4131  

C62（294）6342  広島■市児童相談所  
広  島  

市   C62（877）2111  （讃2（263）〔694  

安佐北福祉事務所   （冶2（819）㈲5  

安芸福祉事務所   （遍2（821）2813  

佐伯福祉事務所   （避2（922）0111   備北地域事梼所  
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子どもの虐待等の相談・診療に関する協力基幹病院ネットワークについて  

児童虐待対策特別委員会委員長 田 中 義 人   

広島県地域保健対策協議会・児童虐待対策特別委員会では、近年増加の一途をたどる子ども虐待  

への適切な対応のために、各関連機関の横の連携の強化をはかる必要性を痛感し、医療機関を中心  

とした子ども虐待対応ネットワークの構築を考えました。   

問題を抱えた家庭の存在に最初に気づく職種としては、保育士、幼稚寓教諭、小学校・中学校教諭、  

養護教諭、保健師、地域の開業医（かかりつけ医）などがありますが、中には子どもの虐待の疑い  

を抱いても、自分が介入するには荷が重すぎる、自分が通報したことがわかると地域での人間関係  

に艶話を生じる、どこに相談すればいいかわからない、などの理由で消極的な態度を取られる方も  

あります。   

日常診療・乳幼児健診・学校健診などで子どもに接する機会の多い医師からの子ども虐待の通告  

は全体の約6％にすぎず、まだその役割を十分に果たしているとはいえない状況です。医師一人ひ  

とりが子どもの虐待に一層の関心をもち、正しい知識と観察により早期発見し、児童相談所に通告  

していただくことが大前提ですが、地域の開業医（かかりつけ医）ではなかなかその対応が難しい  

場合もあると考えられます。   

以上のことから、各地域に子どもの虐待等の相談・診療に関する協力基幹病院（別掲）を設定し  

ました。協力基幹病院は相談窓口・連絡電話番号を、子どもに関わる機関・職種に広く公表し、各  

関連機関からの相談に応じて、子どもの虐待等の問題を抱えた家庭に対応し支援する役割を担います。  

ネットワーク概念図にあるように、各関連機関とも密な連携を保ち、各関連機関の役割を認識し協  

力しあうことで、各機関ごとの個々の対応ではなく、みんなで担うシステムの構築を目指しています。  

協力基幹病院の先生方には、去る5月15日㈹に「第1回子ども虐待対策連絡会議」（速報1832号（5  

／乃）掲載）におきまして、趣旨説明・協力確認をいたしております。この連絡会議は定期的に開  

催される予定です。   

子どもの虐待は、発生遣後は子どもの安全確保のための緊急介入が優先されますが、再発予防の  

ためには虐待老も含めた家庭全体への対応が重要になります。また、発生予防に関しては、問題を  

抱えた家庭の早期発見と予防的介入（支援）が求められます。協力基幹病院の相談窓口は小児科医  

ですが、すべての診療科の先生方のご協力が必須となります。   

何卒以上の趣旨をご理解の上、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。また、実態調査な  

どを実施いたします際には、ご協力いただきますよう、お願いいたします。  
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《子ども虐待等の相談・診療に関する協力基幹病院》  

偲2－262－1170（代）  

（乃23－ZZ－Zlll（代）  
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